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ゲルマラジオケースの加工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ② 

③ ④ 

部品の位置を検討し 

取付穴の位置を決める。 

部品どうしが 

重ならないよう 

注意すること。 

3mm ドリル刃をピンバイスに付けて 

バリコンのシャフト穴を開ける。 

バリコンのシャフト穴を 

リーマーで広げる。 

穴のサイズを合わせたらバリ取りナイフでバリを取る。 

カッターで切り取っても良い。 

彫刻刀やリューター（ルーター）も使えるかも知れない。 

今回使用するケースの候補

は DAISO の 

「並べてカスタム小物収納

ケース」Inner33×66mmtype

と「マルチケース」の二つ

あったが、「マルチケース」

ではスペースに余裕があり

過ぎると思ったため「並べ

てカスタム小物収納ケー

ス」Inner33×66mmtype を

使うことにした。 

電池を使用する 1 石または

2 石ラジオ等の場合は「マ

ルチケース」が使えると思

う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ ⑥ 

⑦ ⑧ 

⑨ ⑩ 

バリが残っていると 

部品とケース内側の間が空いてしまうので 

部品を合わせて確認する。 

イヤホンジャックの穴を開ける。 

正確に調整合わせしないと 

ジャックが付けられなかったり 

蓋が閉まらなかったりするので 

ジャックと穴位置の関係を充分確認する。 

穴のサイズも入念に合わせる。 

 

穴が小さく側面にあって 

バリ取りナイフを使うのが難しいので 

カッター等でバリを取る。 

3φのドリルで 

アンテナターミナルの穴を開ける。 

バリコンを固定位置に合わせて 

固定ネジの穴位置 2か所を確認し 

浅く位置合わせ用の穴を開けた後 

2.5φのドリルで穴 2カ所開ける。 

バリコン用→ 

（3 か所） 

イヤホンジャック用→ 

←アンテナターミナル用 

← 

← 

穴開け終了 


